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員
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本
法
律
案
は
、
人
事
院
の
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
令
和
八
年
八
月
七
日
付
け
の
意
見
の
申
出
に
鑑
み
、
国
家
公
務
員
災
害

補
償
法
に
よ
る
遺
族
補
償
年
金
の
受
給
資
格
者
要
件
に
つ
い
て
の
男
女
差
を
解
消
す
る
改
正
等
を
行
う
と
と
も
に
、
国
家
公
務

員
の
遺
族
に
対
す
る
補
償
及
び
給
付
の
制
度
を
一
体
的
に
見
直
す
た
め
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
に
よ
る
公
務
遺
族
年
金
等

の
受
給
資
格
者
要
件
に
つ
い
て
も
男
女
差
を
解
消
す
る
改
正
を
行
う
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正 

１　

遺
族
補
償
年
金
の
受
給
資
格
者
要
件
に
つ
い
て
、
配
偶
者
が
夫
で
あ
る
場
合
に
の
み
課
せ
ら
れ
た
要
件
を
撤
廃
す
る
。 

２　

遺
族
補
償
年
金
の
額
に
つ
い
て
、
遺
族
が
一
人
の
場
合
の
額
を
平
均
給
与
額
に
百
七
十
五
を
乗
じ
た
額
に
見
直
す
。 

３　

療
養
補
償
等
を
受
け
る
権
利
の
消
滅
時
効
の
期
間
に
つ
い
て
、
補
償
を
支
給
す
べ
き
事
由
に
該
当
す
る
か
容
易
に
判
断

 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
疾
病
で
あ
る
場
合
に
は
、
五
年
に
延
長
す
る
。



二

二
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正 

 

公
務
遺
族
年
金
の
受
給
資
格
者
要
件
に
つ
い
て
、
配
偶
者
が
夫
で
あ
る
場
合
に
の
み
課
せ
ら
れ
た
要
件
を
撤
廃
す
る
。

三
、
施
行
期
日
等 

１　

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２　

そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
。


